
新たな都市活力推進特別委員会 

平 成 3 0 年 7 月 3 0 日 

政 策 局 

地域課題・社会課題の解決に向けたオープンイノベーションの取り組み 
 

１ 現在の取組状況 

(1) オープンイノベーション推進本部の設置・運営 

＊データ活用による政策展開やオープンイノベーションを庁内横断的に検討・推進する場 
として、平成 29 年 4 月に設置。 

＊29 年度は、横浜市官民データ活用推進基本条例に基づき、本市における官民データ活用 
の推進に関する施策を総合的かつ効果的に推進するための「横浜市官民データ活用推進 
計画」策定等に向けて、４回の本部会議を開催。 

 
＜組織概要＞ 

渡辺副市長（CIO）を本部長とし全局長が参画する会議体。本部の下に次のプロジェクトを設置。 
・データマネジメント PJ：条例に基づく計画策定・推進、庁内におけるデータ活用人材の育成等。  
・先進的公民連携 PJ：データや先進技術等を活用した公民連携の取組の検討、具体化を推進。 

 

(2) 公民対話を通じた課題解決の取組推進 

＊民間提案のワンストップ窓口「共創フロント」を通じた公民連携事業の実現 
 ・平成 20～29 年度の 10 年間に提案 725 件・実現 311 件。 
 ・最近の実現事例： 

「ＡＩを活用したごみ分別アプリ共同開発」（(株)NTT ドコモ：28 年度） 
「オープンデータを活用した保育施設・事業情報サイト開設運営」（(株)アイネット：29 年度） 

 

＊公民の相互理解による事業推進のための「サウンディング調査」の積極的な活用 
    ・公有地活用の公募条件整理やソフト事業の仕様検討などを目的として、公平性・透明性を確保しなが

ら企業等のヒアリングを実施するもので、平成 22～29 年度の 8 年間に 46 件実施。 
 

＊「共創ラボ」の展開と市内の「リビングラボ」の支援 
    ・行政課題や社会課題の解決に向けて企業・大学・ＮＰＯ等と行政が対等かつ主体的に議論しアイデア

を出し合う「共創ラボ」を展開。これまで「健康経営」「子育て世代が楽しみながら回遊できるまちづ

くり」をテーマに実施。 

・身近な地域課題をテーマとして、住民を中心に企業・大学等と連携して課題解決のための対話を行う

「リビングラボ」が、市内各地で展開されており、企業も商品開発等に有効な取組として注目。本市

も市内のリビングラボの取組を支援。 
     

(3) 民間主体の取組との連携 

＊市内メディア 3 社が設立した団体「横浜メディアビジネス総合研究所（通称 YMBL）」の 
取組との連携を推進し、これまで 2 回のフォーラムを同団体と本市の共催で開催。 
 
＜団体概要＞ 

・市内メディア 3 社（㈱神奈川新聞社、㈱テレビ神奈川、㈱tvk コミュニケーションズ）が主体とな

り、ネットワーク型シンクタンクとして平成 30 年 1 月に設立。 
・市内における公民連携の民間側のハブとしての役割を目指し、本市の共創推進の取組と連携し社会

課題の解決を見据えた民間企業の新たなビジネスモデル構築を支援することを目的に活動。 
・「横浜共創オープンイノベーションフォーラム」（政策局共催）開催実績 
第１回（平成 30 年 4 月 27 日）テーマ「民間企業の CSV 実現に向けた展開」約 170 名参加 
第２回（平成 30 年 6 月 22 日）テーマ「SDGs×オープンイノベーション」 約 200 名参加 

２ 取組の方向性 

「これからも、民間・行政を問わず横浜を愛する様々な人々が、それぞれの強みをいかしなが

ら対話と連携を進め、困難な課題にも積極果敢に挑戦できるよう、あらゆる分野の政策・施策・

事業においてオープンイノベーションを意識し、オール横浜の知恵や力を結集した新たな価値

の創造により課題が解決される、革新的で開かれた都市・横浜を目指します。」 

（「横浜市中期 4 か年計画 2018～2021（素案）」抜粋） 
 

(1) オープンイノベーション推進本部を通じた庁内横断的取組の推進 

＊横浜市官民データ活用推進計画の進捗管理及び２つのプロジェクト（データマネジメント 
ＰＪ・先進的公民連携ＰＪ）を通じたオープンイノベーションの推進 

＊庁内横断的取組の情報共有及び外部への発信 
 

(2) オープンイノベーションを創出する対話の場の充実 

＊「テーマ型共創フロント（行政課題提示型の民間提案募集）」の活用 
＊行政課題、社会課題解決に向けた具体的な対話の場としての「共創ラボ」の活用 
＊市内各地の「リビングラボ」の活性化支援及びネットワーク化 

 

(3) 多様な公民ネットワークを活かした地域課題・社会課題解決の促進 

＊「I・TOP 横浜」、「LIP.横浜」等のプラットフォームを通じて得られる、民間企業のノウ 
ハウや強み等に関する情報を、「共創ラボ」・「リビングラボ」の場へ提供するなど、コー 
ディネート・マッチングを進めることにより、地域課題・社会課題の解決を促進 

＊横浜メディアビジネス総合研究所（YMBL）が広く企業の参加を呼び掛けている「横浜 
SDGs 推進協議会」と連携した、SDGs をテーマとしたオープンイノベーションの推進 
 

(4) 新たな発想によるオープンイノベーションの促進 

＊都市の新たな魅力や賑わいの創出と、持続可能な維持管理のための収益力向上の両立に向

け、公園・道路・港湾緑地等の公共空間の活用（民間提案の募集、社会実験等の取組）を

促進 
＊民間投資やノウハウを活用した社会課題解決の手法として期待される「ソーシャル・イン 
パクト・ボンド（SIB）」の導入検討、モデル事業の展開を推進 



 

 

 

 

オープンイノベーションによる新たなビジネス創出・中小企業のチャレンジ支援 

 

 

 

１ Ｉ▫ＴＯＰ横浜、ＬＩＰ．横浜 ～イノベーションを創出するプラットフォーム～ 

 

『Ｉ▫ＴＯＰ横浜（ＩｏＴオープンイノベーション・パートナーズ）』と『ＬＩＰ．横浜（横浜

ライフイノベーションプラットフォーム）』の２つのプラットフォームを相互に連携させ、市内企

業のＩｏＴ及びライフイノベーションの取組を進めています。 

産学官金の多くのプレーヤー、本市の関連団体、国や国内外の機関と連携し、付加価値の高い

製品・サービス開発など、新たなビジネスを創出します。また、生産性の向上や国内外の販路開

拓等の課題にチャレンジする中小企業支援を強化します。新たな技術の活用やサービス開発によ

る社会課題の解決にも取り組みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

２ 『ＬＩＰ.横浜』の取り組みについて 

(1) 資料説明 

   ・ＬＩＰ.横浜 リーフレット 

 

 

３ 『Ｉ▫ＴＯＰ横浜』の取り組みについて 

(1) 資料説明 

   ・Ｉ▫ＴＯＰ横浜 リーフレット 

(2) Ｉ▫ＴＯＰ横浜 映像視聴（２タイトル） 

・Ｉ▫ＴＯＰ横浜 個別プロジェクトの取組 

・Ｉ▫ＴＯＰ横浜 ～IoT Open Innovation Partners～ 
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 I・TOP横浜は、企業・大学・団体のパートナーシップを促すことで、IoTやAIなど
のテクノロジーを活用した生産性向上の取組や社会課題解決への貢献、新たなビジネ
スモデルの創出を目指しています。 
 個別プロジェクトは、ニーズ・シーズの中から実効性の高いものを新たなビジネス
へ押し上げるための実験・実装を協働で行う場です。 
 I・TOP横浜は、実証実験の円滑な実施、想定ユーザーをターゲットとした実践的な
フィールド活用、新たなプレイヤーとの交流・連携等を後押しします。 

お問い合わせ 横浜市経済局 新産業創造課   Tel045-671-3487 
横浜市経済局 ものづくり支援課 Tel045-671-4144 
 
（公財）横浜企業経営支援財団（ＩＤＥＣ） Tel045-225-3733 

I・TOP横浜のプロジェクトについて 

TBS-HDと横浜市の包括連携協定 スポーツデータみらいデザインラボ 

人材育成に関する取組 セキュリティ向上への取組 

慶應義塾大学大学院ＳＤＭ研究科と(株)富士通とともに
スポーツの価値向上を目的として、データ活用によるス
ポーツビジネスの創出を共創 
型の取組みで推進します。 
 
 
（H30.７.４キックオフイベント） 

(株)東京放送ホールディングスと横浜市は、相互の連
携を強化し、ドローンやIoT等の最先端技術の活用や
タイアッププロモーション 
の実施など、地域経済活性化 
等を目指す包括連携協定を 
締結しました。 

Ｉ・ＴＯＰ横浜 検索 

(イメージ) 

IoT活用を進めようとする中小企業が安全・安心に取り
組める環境を整備するため、ベンダー向けセキュリティ
セミナー、中小企業に対する 
ヒアリングを通じたニーズ 
把握、それに基づく支援 
メニューの紹介などを行い 
ます。 

市内のものづくりやIT産業分野の中小企業がIoTを活用
したビジネスを創出することを狙いとしてIoTやデータ
利活用について学ぶデータ 
活用リーダー養成講座を３ 
回連続講座として実施 
しました。 

その他トピックス 

ＬＩＰ．横浜（ライフイノベーションプラットフォーム） 

 LIP.横浜は、横浜から、健康・医療分野※のイ
ノベーションを持続的に創出していくことを目指
し、産学官金が連携して取り組むためのプラット
フォームです。【2016年12月より始動】 
 このプラットフォームでは、企業・大学・研究
機関のネットワークから革新的なプロジェクトを
生み出すとともに、中小・ベンチャー企業などに
対する製品化に向けた支援を行い、新技術・新製
品の開発を促進していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※創薬、医療機器開発、診断技術開発、予防医療、再生
医療、介護・福祉、健康サービス など 

海外バイオクラスター連携 

健康・医療分野のビッグデータ利活用に関す
るセミナー・交流会 
健康・医療分野のビッグデータに係る研究開発・事業
化の動向や今後の可能性、 
国の支援策、法規制の動向、 
医療ビッグデータを利活用 
する企業の取組事例等を学 
ぶセミナー・交流会を開催 
しました。 

連携 
米国サンディエゴのバイオクラスター中核機関「BIO 
COM」と2017年4月に国 
内の自治体で初めて相互連 
携に関する覚書を締結しま 
した。 
海外展開を目指す市内企業 
の皆さまを支援していきま 
す。 
 

I・TOP横浜参画企業募集！！ 
ウェブサイト http://itop.yokohama/ または 

http://itop.yokohama/


 ＩｏＴと人工知能（ＡＩ）を活用して高齢者の見守りや快適で 
健康的な暮らしを実現するプロジェクトです。 モビリティ 未来の家 

プロジェクト 

自動運転に関する実証実験 
（H30.３ みなとみらい） 

AIを活用するタクシー配車アプリの実証実験
（H29.９～10） 
正式サービス開始（H30.４） 

未来の家プロジェクト始動 
（H29.4） 

第１回実証実験 
（H29.12～H30.2) 

第２回実証実施 
（H30.６～９） 

 自動運転の実証実験等を通じて、将来の地域交通課題の解決を目
指すプロジェクトです。今後、交通事業者や自動運転技術を提供い
ただく企業とともに、持続可能なモビリティサービスや物流サービ
スの実現に向けた取組を推進します。 

交流・連携 

中小企業 
生産性向上 

IoTの普及・啓発 

マッチングによる企業間連携 

IoT導入スタートアップ補助金 

詳細はこちら 

生産性向上のために導入するIoT等の費用補助
（ １/２（最大10万円））をH30年度から開始 

自動運転バスの試乗イベント 
（H29.4 金沢動物園） 

・エンジニアCross（H29.９） 
・バイオジャパン（H29.10） 
・ＥＴ／ＩｏＴ展（H29.11） 
・テクニカルショウヨコハマ（H29.2） 
・TECH BY THE SEA（H30.３） 
・SLUSH TOKYO（H30.３） 

各種展示会への出展 

 ＩｏＴ等を活用した中小企業の生産性向上に向けて補助金や人材
派遣、製造業とＩＴ企業との交流促進などの支援します。 

 観光・インバウンドプロジェクト 
    観光ガイドマッチングサービス実証実験（H30.2～5） 

ドローンインパクトチャレンジ 
キッズドローン体験会（後援） 
（H29.８） 
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